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はじめに

当院では透析液供給装置の酸洗時に過酢
酸（Sanacide-NX）を使用している。

当院で発生した個人用透析装置（NCV-
11）でのﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ現象の発生と解消の経
験をもとにｾﾝﾄﾗﾙ装置（NCS-W）でのﾘﾊﾞｳ
ﾝﾄﾞ現象を洗浄工程の変更にて解消した
１例とその後の洗浄効果と部材への影響
の経過を観察したのでここに報告する。



事例

前洗浄終了後、透析開始前に過酸化水素
の残留を確認したところ、残留はみとめ
られなかったが、数時間経過後に残留確
認を行ったところ過酸化水素の残留を認
めた。
いわゆるﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ現象が発生した為、洗
浄工程の変更を行いﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ現象の発生
を解消し、その後6か月間洗浄効果およ
び部材への影響を追跡調査した。



当院の透析機器構成

ﾆﾌﾟﾛ社製 多人数用透析液供給装置 NCS-W 3台

ﾆﾌﾟﾛ社製 A粉末自動溶解装置 NPS-50AW 2台

ﾆﾌﾟﾛ社製 B粉末自動溶解装置 NPS-50BW 2台

ﾀﾞｲｾﾝ社製 RO装置 NF-RE32NBRS 1台

ﾆﾌﾟﾛ社製 個人用透析用監視装置 NCV-11 2台

ﾆﾌﾟﾛ社製 透析用監視装置 NCV-3AQ 58台



当院の使用薬剤

IBT Scientific社製 RenalCheckPX（残留過酸化水素試薬）

ｱﾑﾃｯｸ社製人工透析装置用過酢酸系除菌洗浄剤 Sanacide-NX
末端濃度100倍

ｱﾑﾃｯｸ社製人工透析装置用塩素系除菌洗浄剤 ECO-200
末端濃度200倍（300ppm）

Lovibond社製 DPD NO.4RAPID（DPD試薬）



当院の洗浄ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
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追跡試験結果 洗浄変更前
ｶﾌﾟﾗ前ﾁｭｰﾌﾞの内面分析結果逆洗ろ過物の分析結果



追跡試験結果 洗浄変更前
中空糸膜の観察及び力学的特性評価結果 給水口の観察結果



追跡試験結果 洗浄変更3ヶ月後
ｶﾌﾟﾗ前ﾁｭｰﾌﾞの内面分析結果



追跡試験結果 洗浄変更６ヶ月後
ｶﾌﾟﾗ前ﾁｭｰﾌﾞの内面分析結果 逆洗ろ過物の分析結果



追跡試験結果 洗浄変更６ヶ月後
中空糸膜の観察及び力学的特性評価結果 給水口の観察結果



追跡試験結果まとめ

CF-609N⇒透過流量、断裂強度および破断伸度の劣化

試験項目

ｼﾘｺﾝﾁｭｰﾌﾞ⇒異物の付着及び劣化

給水口金属接手⇒異物の付着及び劣化

変更3か月後

変更6か月後

変更前

ﾁｭｰﾌﾞ CF609N 給水口 生菌 ET

なし

なし

なし なし

あり

なし

なし なし

なし

なし なし

なし

なし



考察

過酸化水素のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ現象はｼﾘｺﾝﾎｰｽの特
性により素材内に過酸化水素が浸透して
いると思われ、水洗の回数とつけ置き時
間の調整でそれを染み出させることで解
消可能であると思われるが、洗浄工程の
変更を行うことで洗浄効果および部材へ
の影響を考慮する必要があると思われる。



結語

洗浄工程の変更で過酸化水素のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ
現象は解消可能であった、また洗浄工程
の変更を行っても洗浄効果は担保され
6ヶ月間は部材への影響もみられなかっ
たが両者ともに今後も観察が必要と思わ
れる。


